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令和５年２月１５日 市長定例記者会見 会見録 

◆司会 

お待たせをいたしました。ただいまから、市長定例記者会見を始めさせていただ

きます。市長、よろしくお願いいたします。 

◆市長 

はい。よろしくお願いいたします。まず、本日は冒頭、日本時間の２月６日の  

月曜日に発生したトルコならびにシリアを襲った大地震について、被災された

皆様に対して心よりお見舞いを申し上げたいと存じます。すでに、静岡市の  

ホームページでも各団体の募金の窓口をお知らせしていますけれども、今後も

市としてできることをきちっと支援をしていきたいと考えております。 

ＳＤＧｓ未来都市として、やはりこういう災害に対しては、やらなければいけな

い、関心を持たなければいけないと思いますし、また、昨年の台風１５号で  

たくさんの自治体あるいは海外からもご支援をいただいたということ、困った

時はお互いさまというありがたさも感じております。また将来、南海トラフも 

予想される中で、他人事とは思えない今回の災害規模でありますので、静岡市と

して心より重ねてお見舞い申し上げますとともに、今後、要請があれば積極的に

支援をしてまいりたいというふうに思っていますので冒頭申し上げました。 

さて、それでは本日の話題２件ありますけれども、ここからは前向きにお話を 

したいというふうに思います。 

まずは、令和５年度当初予算案の概要についてであります。すでに記者の皆さん

には、財政局からのレクチャーが終了しているということであります。また、 

２０日の日に施政方針で詳しく、私のこの予算にかけた思いの一端をお伝え 

いたしますので、今日は大きなポイントのみ、お手元にお配りをしたＡ３の資料

に基づいて説明をしたいと思います。まず、一般会計は 3,517 億円と、令和４年

度の予算に比べ 139 億円、4.1％の増となり、これは積極的な予算であり、過去

最大の規模となります。 

そして、令和５年度は静岡市の第４次総合計画、４次総のスタートの年です。 

ですので、スタートダッシュが切れるような、３次総の５大構想を継承進化した

５大重点政策の取組を中心に予算を重点配分しております。 

この５大重点政策ごとに主な取組を紹介します。まず、はじめは、「子どもの  

育ちと長寿を支えるまちの推進」です。前回の会見で申し上げましたが、これは

思い切った政策でありますが、第２子以降の保育料の完全無償化を断行します。 

これをはじめとした子ども子育て政策を、「しずおかハグくむ子育てプロジェク

ト」、愛称は「しずハグ」、若手の職員が命名してくれたと聞いておりますけれど
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も、しずハグというプロジェクトを、４次総の初年度から始めてまいりたいと 

思います。一方、多種多様な就労困難者の就労や社会参加の支援に向けて、  

「誰もが活躍支援プロジェクト」の検討にも着手してまいります。 

二つ目は、「アートとスポーツがあふれるまちの推進」であります。これは、  

まちは劇場の推進という文化芸術政策を経済政策に転換していこう、地域の 

地域経済の活性化に結びつけていこうという政策群でありますけれども、  

アートと並べてスポーツもきちっと強く位置づけていこうという取組であり 

ます。まず、「まちは劇場」。文化芸術のほうでは、四季折々のフェスティバルを

パッケージ化して、さらにイベント創出による交流人口の拡大を目指して  

まいります。また、今年３年目を迎えますけれども、「静岡市プラモデル化計画」、

これも交流人口の拡充を企図しておりますけれども、この静岡のプラモデルの

魅力を生かしたシティプロモーションも展開してまいります。 

一方、「入るを量りて出ずるを為す」という点では、企業版ふるさと納税、これ

に期待しております。企業版ふるさと納税を活用したホームゲームへの招待や

ユニフォームへの本市施策のロゴの掲出など、プロスポーツチームとの連携 

プロジェクトにも取り組んでいきます。 

３番目は「オクシズの森林文化を育てるまちの推進」です。これは、４次総で  

新しく入った重点政策でありますが、中山間地域対策を重視するという観点 

から、これを新しく５大重点政策に位置づけました。オクシズ地域における買い

物の場の構築、昨日、私、視察に行ってまいりましたけれども、イオンの移動  

スーパーの皆さんが一生懸命頑張っておりました。その下支えであるとか、ある

いはＤＸを使った中山間地域に住む方々の健康維持のための仕組みですね。 

あるいは地域健康相談員の配置など、ＳＤＧｓの目標１１でありますけれども、

住み続けられるまちづくりに資するオクシズの構築事業、「暮らし続けることが

できるオクシズ構築事業」に取り組んでまいります。一方、この生活の利便性の

確保とともに、２本柱になりますけれども、やはり仕事、雇用の確保、これも  

大事であります。そういった点では、オクシズ産木材の利用の促進とか、販路の

拡大、エリートツリーや早く成長する樹木、早生樹の試験植樹など豊かな資源の

保全や低コスト林業の促進にも取り組んでまいります。また、観光振興という点

でも中山間地域に住む方々の雇用促進を図ってまいります。 

４番目は「港町の海洋文化を磨き上げるまちの推進」です。今朝の新聞で、清水

港寄港ラッシュという一面記事、とてもうれしかったわけでありますけれども、

コロナ禍の中にあっても地道にプロモーション、ポートセールスを行ってきま

した。この成果が出てきたなというふうに思います。４月は、今まで清水港では

最大ですけれども、月間１２杯の大型クルーズ船が寄港してくれます。年間では

７０杯ぐらいになるのではないかな、というふうに思っています。そういう追い
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風をいかして、国際海洋文化都市清水のシンボル施設となる、「仮称 静岡市海

洋・地球総合ミュージアム」の整備を本格的にスタートさせます。オープンは、

令和８年４月を目指します。まずはその設計に着手します。 

一方、カーボンニュートラル社会の実現に向けて、清水区日の出地区で民間企業

が進める地域マイクログリッドの構築への支援など、脱炭素先行地域の取組も

推進いたします。これも公民連携でＳＤＧｓの１３、気候変動に具体的な対策を、

という共通目標のもと、清水港のカーボンニュートラルポート化を進めてまい

りたいというふうに思います。 

最後に５番目は「城下町の歴史文化を守り抜くまちの推進」であります。先月、

グランドオープンした大河ドラマ館や歴史博物館を活用して全国から観光客を

呼び込んで、市内の周遊の促進や地域経済の活性化を図っていきます。さらに、

情報発信力の強化、広報力の強化ですね。そういう観点からＪＲ静岡駅北口地下

広場、愛称「しずチカ」と付けましたけれども、このリニューアルを加速化して

いくとともに、一方、ＪＲ静岡駅の南口広場の再整備を推進することで、駿河区

の玄関口のまちの賑わいも創出していきたいというふうに思います。 

これが５大重点政策の概要でありますけれども、その他にも、まずは危機管理の

強化に力を注いででいきます。具体的には浸水対策推進プランに基づいて、巴川

地域などの治水機能の強化を進めるとともに、既存施設の増強や新たな水源の

検討といった給水インフラの強化、そして、災害時の情報収集と発信体制の強化

に取り組んでまいります。 

また、新型コロナワクチン接種体制の確保も制度延長を見据え大事であります。 

さらに、スマートシティやグリーン電力の地産地消といったＤＸとかＧＸの 

推進、これは国と連動していきますけれども、デジ田構想がありますので、  

テレワークの活用による移住定住の促進とか、夜景観光を生かしたナイト  

ツーリズムの推進といった、人口活力の向上に資する取組も進めてまいります。 

以上が令和５年度当初予算案の大きなポイントでありますが、先ほど申し上げ

ましたとおり、２０日の来週の月曜日、市議会本会議の場において、施政方針を

述べることとなっております。その中に、この予算案に込めた私の思いや決意を

お伝えしていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

次の話題は、静岡市内の主要な２路線が開通しますという話題です。これは、 

スライドを用意しましたので、ご覧をいただきたいと思います。歴史博物館が 

オープンしていただいたわけですけれども、これも昭和、平成、令和の時代を 

またいだ長年の悲願だったというか、３０年越しの静岡市の行政課題だったの

ですね。それを道路行政に当てはめれば、これ３０年越しの静岡の道路行政の 

課題というのは、南北交通網の充実なのです。ここに書いてあるように、静岡市

の道路ネットワークは、東西軸に比べ南北軸が弱いことによる慢性的な渋滞を
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招いていたということであります。 

次のスライドお願いします。ここに図示されているように、日本の要衝に位置 

する静岡市には、古くは東海道から始まり、今では国道１号や新東名高速道路 

など、東西を貫く多くの道路が整備をされています。一方、東西軸のように南北

軸の道路をいかに充実させていくかが、長年の静岡市の道路行政における  

大きな課題であり、先人の皆さんも、このことに大変なご尽力を重ねていただき

ました。このたびその努力が実り、長年の課題解決につながる道路が、任期内に

いよいよ完成、貫通、開通するということで、これは建設局長をはじめとする 

建設局が頑張ってくれたわけですけれども、なんとか今年度中に二つの開通 

式典ができるということを、大変うれしく感じております。 

次のスライドをお願いします。開通する二つの道路は、地図上の一つ目は葵区の

市道国吉田瀬名線、二つ目は清水区の主要地方道清水富士宮線です。それでは 

それぞれの道路について説明します。 

次のスライドお願いします。まず最初に、３月１日に供用開始予定の国吉田瀬名

線です。この道路は国道１号と葵区瀬名地区を南北に結ぶ都市計画道路です。 

旧北街道から県立静岡東高校までの 910 メートルの区間を平成１１年、つまり 

1999 年から順次整備を進めてまいりました。 

次のスライドお願いします。葵区の瀬名地区から南に位置する中心市街地など

へアクセスするためには、西の山脇大谷線、通称流通センター通りや周辺の生活

道路などを利用する必要がありました。しかしながら、この国吉田瀬名線が開通

することによって、流通センター通りの渋滞の緩和、あるいはアクセスの向上が

期待されますし、周辺の生活道路の通行量の減少による、この近隣の学校に通う

児童や生徒の安全性の高まりも期待されます。 

次、お願いします。二つ目は清水富士宮線です。これは中部横断自動車道と清水

港を結ぶ重要な広域ネットワークの一部として位置づけられています。これは

平成５年ですね。1993 年から順次整備を進めてまいりました。清水区の国道  

１号庵原交差点から東名高速道路と新東名高速道路を結ぶ清水連絡道の中間に

位置する清水庵原インターチェンジまで、およそ 3.8 キロメートルの区間が  

今月２０日の月曜日に全線開通いたします。 

次です。これは甲信越地方との広域連携の強化をねらい、中部横断自動車道の 

開通に尽力をしてきた結果、令和３年、2021 年には中部横断自動車道が全線  

開通したのはご承知のとおりでありますけれども、そこに、この清水富士宮線が

全線開通することによって甲信越地方と清水港のアクセスというのが、さらに

向上することとなります。さらに、目下目下でありますけれども、この前も清水

区内で説明会がありましたが、プロ野球本拠地化の検討をしている清水庵原 

球場や令和８年、2026 年にオープンを目指す海洋・地球総合ミュージアム、  
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こうした諸事業への集客の後押しになることも期待をされます。４次総の、  

先ほど説明をいたしました５大重点政策のうちの「アートとスポーツがあふれ

るまちの推進」、あるいは「港町の海洋文化を磨き上げるまちの推進」に貢献  

してほしいと強く願っております。 

そこで、職員有志が今日の記者会見のためにドローン映像を撮ってきてくれ 

ましたので、ご覧いただきたいと思います。全体で５０秒ぐらいであります。 

まずは国吉田瀬名線を南から北に向かって撮影した映像です。これ、長尾川です

ね、真ん中。水はありませんけれども、この長尾川と並行して市街地を南北に 

走っている様子がご覧いただけます。 

次に清水富士宮線ですが、これは北から南に向かって撮影したものです。この 

道路のおかげで奥に見える清水港と長野県、山梨県が直接つながります。ちなみ

に映像の右手に見えるのが清水庵原球場であります。 

それでは、次のスライドお願いします。最後のスライドです。完成を記念し、  

次の日曜日の１９日には清水富士宮線、来週土曜日の２５日には国吉田瀬名線

の開通式をそれぞれ開催いたします。それぞれの地域の皆さんをはじめ、事業に

ご協力をいただいた方々をお招きし、テープカットや太鼓演奏などを行う予定

です。 

今回、開通する二つの道路は地域連携や交流の拡大に貢献するとともに、生活 

環境の安全性、快適性の確保や向上に資することが期待されております。市民の

皆さんには実際にこの道路を利用していただき、生活利便性の向上などを肌で

感じてもらえたら大変うれしく思います。今日の話題は以上です。よろしくお願

いします。 

◆司会 

それでは、ただいまの発表につきまして、まずは皆様からのご質問をお受けした

いと思います。いかがでしょうか。静岡新聞さん、お願いいたします。 

◆静岡新聞 

静岡新聞です。よろしくお願いします。当初予算の関係で質問です。市長、冒頭

で過去最大の積極的な予算であるとか、第４次総合計画の初年度ということで

スタートダッシュが切れるような予算というお話がありました。また、市長  

ご自身も退任前の最後の予算編成となったわけですけれども、この予算に  

あえて名前といいますか、名づけるとしたらどういった予算なのか。また、その 

命名の背景というのも併せてお知らせください。 



- 6 - 

◆市長 

はい。ありがとうございます。一言で言えば、「４次総スタートダッシュ予算」

と名づけたいというふうに思います。私は退任するわけですけれども、１２年前、

私の初年度というのは３・１１の直後で大変、緊縮予算を組まざるを得なかった

のですね。防災・減災対策を中心として、なかなか厳しい予算編成を余儀なく 

されて、これは３・１１がありましたので、仕方がないことなのですけれども、

そんな私の思いから、新しい市長さんには従前に大型予算を準備して、そして 

４次総を牽引してもらいたい、そんな願いを込めて、このようなスタート   

ダッシュができるような予算を作ったつもりであります。 

◆司会 

先にＮＨＫさんお願いいたします。 

◆ＮＨＫ 

ＮＨＫです。今回の当初予算で目立つもの、海洋文化施設の今年度の設計整備費、

清水駅からのペデストリアンデッキ、歴史博物館運営費、あと北口の再開発ビル

の補助金などありますけれども、話題になってますが、市長、浪人中に大学講師

として静岡新聞さんに寄稿された投書では、これはプロ野球団誘致構想を当時

から掲げていたということで、市長、誇らしく思って最近いろんなところで披歴

されてると思うんですけれども、その中では行政が多額の税金で公共施設を 

建設する時代ではないだろうと記されています。 

昨日、アリーナの検討委員会では、100 から 200 億円という建設費で民設民営で

は厳しい、市のほうで作るＰＦＩも俎上にあがってるわけですけれども、この 

投書を書かれた２０年近く前とは今は時代が変わって、行政が多額の税金で 

公共施設を建設する時代になったというご認識なんでしょうか。 

◆市長 

はい。ありがとうございます。それはそういう認識ではありません。やはり  

２１世紀になって、やはり多額な税金をつぎ込んで巨大なハコモノを造る時代

ではないという認識を私は持っています。だからこそ私は新しい公共経営を 

標榜して、そういった施設を造るにしても民間の力、資金、ノウハウを連動させ

るということ、また公益性と事業性を両立したビジネスモデルで、そのような 

社会インフラを整備していくというような考え方であります。 

◆ＮＨＫ 

民間の知恵を取り入れつつも、現に過去最大の予算規模になるほどいろんな 
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大型事業が進むわけですけれども、これは今の時代必要なことであるという 

ご認識になったということでしょうか。 

◆市長 

そうですね。やっぱり市政を運営していく、経済運営をしていく、あるいは財政

運営をしていく。大事なことでありますけども、やはり経済、生き物ですのでね。

それに対応した出し入れというものが必要だろうというふうに思います。日銀

総裁が代わりましたよね。これから金融界がどうなるか、マーケットも敏感に 

反応しようとしている。ですから、経済ということをしっかり認識をする。短絡

的にハコモノがいけないんだということは、これは違うというふうに思います。 

今まで私はかなり財政健全化路線で１期目、２期目の途中まではしてきました。 

しかし、やはりこれからポストコロナの時代に向けて、やはり公共投資が民間 

投資を喚起していくということも、これは公共政策の重要な役目であります。 

そんな経済動向の中で、やはり地域経済の活性化の一つのきっかけとして公共

投資をしていく。例えば、ハコモノだけではないんですよ。例えば、去年、   

やはり地域経済の停滞という中で、とにかく飲食店や商業施設に人集めようと

いうことでＴＲＹ'２２という公共政策を打ち出しました。イベントを創作を 

する方々には、それを最大７０万円、下支えをしますよと、それによって、   

たくさんのイベントが誘発をされました。そして、そこに人が集まって、それが

経済波及効果になっております。ですから、やはり、公的資金を投入した公共 

政策によって民間が潤う、民間の経済活性化につながる、こういうことはハード

面、ソフト面あっても、これは、やはりきちっと時代の潮目を見ながら先見的に

やるべきことはやっていくというのが、私の市政運営の基本的な考え方です 

ので、ご理解いただきたいと思います。 

◆ＮＨＫ 

はい。ありがとうございます。 

◆司会 

朝日新聞さん、お願いいたします。 

◆朝日新聞 

朝日新聞です。よろしくお願いします。予算編成の方針のことでお尋ねします。 

先ほど、十全に予算を配分し、これを牽引していくための、してもらいたいと 

いう思いを込めたというふうにおっしゃっておりました。逆に言えば後任の 

市長さんにとっては予算編成というのは、まさに腕の振るいどころでござい 
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ますし、真っ白いキャンバスにやっぱり絵を描いてみたいと、こういうお気持ち

でたぶん就任されるんではないかなと思います。こう考えますと、例えば一つの

方策ですが、いわゆる支出は義務的経費にとどめるような、骨格型予算で臨もう

という選択肢もあったように考えられますが、今回とられなかった理由という

のを改めて説明… 

◆市長 

最後の質問… 

◆朝日新聞 

今回、骨格型予算をとられなかった理由を。 

◆市長 

何型予算ですか。 

◆朝日新聞 

骨格。 

◆市長 

骨格。 

◆朝日新聞 

骨格型。いわゆる義務的経費支出のみに抑えるという、フル予算に対しての骨格

型というふうな表現があると思いますけど。 

◆市長 

投資的な経費を抑えるという… 

◆朝日新聞 

そういうことです。これをとられるような首長さんも、選挙を控えた方には、 

いらっしゃいます。今回とらなかった理由を説明してください。 

◆市長 

私は、行政の連続性ということを、やっぱり尊重したいと思います。私は退任を

しますけれども、市の職員は継続をして仕事をしてもらう。そうすると、やっぱ

り大局観が必要だと思うんですね。こういう大局観を持った市政運営をすると。
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いや、ここはやはり大型予算を編成して４次総の継承してほしいと。また、候補

者の皆さんも４次総を継承するぞということを発言してくれていますので、 

それに見合うような、そういうフィールド、受け皿というものを、私は用意した

いという責任感です。 

◆朝日新聞 

実際に、当選後にどういうふうな施策をするのかというのは、またそのときに 

なってからにならないと分からない部分もあると思います。逆にいうと、本予算

を組むことによって、後任の方のいわゆる行政の裁量権というのを狭めて  

しまうのではないか、こうした指摘もよく聞きます。現職の首長さんの中にも 

選挙に臨む前には骨格型で臨んで、その後肉づけするとか、そういうふうな手法

をとっていらっしゃる方もいます。今回市長さん、事前にお辞めになるという 

こと表明されまして、骨格型にする余裕、私、あったかのように感じておるん 

ですけれども、そのへん、もう一度お聞きしたいんですが、骨格型にしない理由

というのは、やっぱりあったんでしょうか。どういう理由からなんでしょうか。 

◆市長 

もう少し中長期的に大局的にご覧になっていただければ、大変ありがたいなと

いうふうに思います。先ほど申し上げました通り、行政の連続性ということが 

必要です。そして、ポストコロナ時代を見据えて、これからどうやって日本経済

を、地域経済を公共の立場で下支えをしていくかという、経済ということが大事

な一年であります。そうなると骨格型ということにこだわるという立場を、私は

とりません。それは市長の価値観にもよるのかもしれませんけど、私は今この 

流れの中で今まで、ずいぶん通常債を節減して、財政健全化路線で私の１期目、

２期目やってきましたけれども、よし、ここからは投資するべきことは投資を 

していくという行政の連続性で、令和５年度もこのような予算を編成したと 

いうことを、ぜひご理解をいただきたいと思います。 

◆朝日新聞 

重ねてで恐縮ですが、行政の連続性は現職の首長さんの思いだと思うんですけ

ども、後任の方が田辺市政を継続するとは、これ、必ずしも明言を誰もされて 

ないというふうに私、存じ上げてるんですけども、行政の連続性ということを 

尊んだということは、若干ちょっとその辺が後任の人の裁量を狭めるといい 

ますか、狭めるようなことになりませんかね。 
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◆市長 

それはなりません。私自身が経験していますから。私自身の経験を少し申し上げ

ましょうか。私自身も小嶋善吉さんからバトンを受けて、その予算案で４月から

平成２３年度から市政運営を任されましたけれども、やはり３・１１の直後で 

したので、これが縛られるということではあったら、縛られるという表現も  

間違ってはいないのかもしれませんけれども、やはりハコモノとか、大規模な 

事業投資というのはなるべく抑制して、防災とか、子育てとか、そういった  

ソフト面の予算に重点的に配分して、市民の皆さんのニーズに応えようとして

きたわけですね。その中で、だんだんでありますけれども、田辺のカラーも  

出していかなければいけないということで、２次総の後期から私が任にあたっ

たわけですけれども、その中で、「まちみがき戦略推進プラン」というものを、

私のマニフェストに基づいて上乗せをしたと、ローリングをしたということで

私自身のカラーを出していき、そして、「世界に輝く静岡の創造」という２次総

を、「世界に輝く静岡の実現」というふうに進化させて、３次総として田辺   

カラーを打ち出していったわけですね。ご理解いただきたいと思います。 

◆朝日新聞 

すいません。これで打ち止めにしますが、いわゆる新年度予算をフル型でガチ 

ガチのものを作ってしまうと、いわゆる執行責任を負うのは誰なのかと。これは

市長、作られた方がやっぱり執行責任って負うべきだと思うんですが、その方が

４月いっぱいでお辞めになるということをおっしゃると、じゃあ執行責任は 

誰が負うんでしょうか。 

◆市長 

それは朝日新聞さん、逆に誰が負うんですか。 

◆朝日新聞 

いや、それはやっぱり私は… 

◆市長 

新しい市長だと思いますよ。だから新しい市長が与えられた条件の中で執行 

すればいいだけの話です。 

◆朝日新聞 

ですから、裁量の、あれを狭めないほうがいいのではなかろうかな、というのは

私の質問なんですけどね。 
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◆市長 

わかりました。それは見解の違いでしょう。 

◆司会 

はい。ＳＢＳさん、お願いいたします。 

◆ＳＢＳ 

ＳＢＳです。５大重点政策の子育て環境の充実についてなんですけれども、前回

も話題になりました、政令市で初めての第２子以降保育料無償化、これの政策に

至った背景的な課題っていうのは、どんなところにありますでしょうか。 

◆市長 

やはりパブリックコメントを３次総の反省から２回やりましたし、あるいは 

策定の過程で議会の各派の皆さんの意見にも丁寧に耳を傾けてきました。そし

て、提言をもらいました。その中で健康長寿のまちの推進といって、主に地域 

包括ケアシステム、高齢者がきちっと地域で住めるような高齢者福祉を重視 

した、そういった５大構想があったんですけれど、それを全世代にするべきだ、

むしろ、お年寄りも大事だけれども、これからの社会を担う子ども子育て政策に

もっと力を入れろと、こういう声がすごく多かったんですね。それにきちっと 

対応しようということで子ども未来局、昨年の夏あたりからプロジェクト  

チームを作って様々な現場にも足を運んで、政策立案をしてくれました。これが

子どもの育ち、子ども子育て政策の今回の一番の４次総の目玉だというふうに

思いますけれども、それに結実をしたということであります。 

◆ＳＢＳ 

この第２子以降、単純に救われるご家庭もあると思いますけども、第２子以降の

保育料無償化でどんな課題が解決していくと思いますか。 

◆市長 

これは、大きく二つあると思います。経済的な負担の軽減と精神的な負担の軽減

であります。やはり子どもを育てるというのはお金がかかりますので、そういう

金銭的な面で、「よし、第２子、静岡市は無償だよ」ということが、その経済的

な負担感を少しでも軽減させていくということだったら、それはきちっと。政令

市では今、福岡市さんも検討しているというふうに聞いておりますけれども、 

初めて、とにかく一歩先んじたという決断をしたわけであります。 
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もう一つは精神的な負担の軽減ですね。やっぱり政令指定都市になる大都市に

なると、コミュニティ力が失われてくる、昔は誰か、赤ちゃんが生まれると近所

の世話焼きおばさんがいて、こうやって子育てするんだよ、ああやって工夫を 

していくんだよ、といろいろ教えてくれました。それがこの頃は希薄になって 

きます。また、静岡市支店経済、支店都市ですので転勤族も多いわけですね、  

皆さんもそうかもしれませんけれども、そういった方々が家族で来る、奥様と 

来るということになると、奥様は何にも友達がいないということもあって  

孤立感を深めます。いろんな意味で、こういう大都市に住んでしまうと孤立感 

深まるわけですね。そういった中で今までは、行政が出産後１回訪問をして、 

それで終わりだったんですね。それをこれから大幅に拡充して４回、その後、 

赤ちゃんはどうですか、育っていますか、お母さん大丈夫ですか、ということを

隣近所の代替じゃないですけれども、そういう格好でフォローしていく、そう 

いうことによって、そこで相談してもらって、愚痴の一つでもこぼしてもらって、

そして、精神的な子育ての軽減をしていく、そんなことも企図してこのような 

予算を、事業を打ち出してきたということであります。 

◆ＳＢＳ 

最後に一点。屋内型遊び場施設の整備も令和５年度から調査が始まりますが、 

この屋内型遊び場施設の整備の必要性というのは、どんなところにあると考え

ていますか。 

◆市長 

これは兵庫県の明石市で、駅前でこういう遊び場があります。静岡県内では島田

市にあります。お母さん方から、こういうものが静岡市にもあったらいいな、と

いうような声をいただいていて、職員に視察をしてもらいました。類似施設と 

して静岡は、この前も記者会見のときに言ったと思うんですけれど、『ま・あ・

る』がありますね。あれも子育て施設の一つなんですよ。もう少しキャリア教育、

小学校レベルでのキャリア教育の場所でもあるのですけれども、子ども、遊び 

ながら楽しんでもらいながら、仕事の楽しさとか社会の仕組みを学んでもらう

ということですけれど、あそこに、もっともっと、たくさんのお子さん、来て  

ほしいなというふうに思うのですけれども、また、これも利用者、スタッフの 

お話を聞くと、ちょっとハードルが高いよ、もっと気軽に、気軽にぴょんぴょん

トランポリンで遊んだり、エコノミーに子どもを遊ばせておく場所がほしいと

いうニーズもあったので、島田市さんに行ってくださいという気持ちもあり 

ながらも、やっぱり静岡市でも作りたいというニーズに対して、今回、研究を 

開始したということであります。 
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◆ＳＢＳ 

ありがとうございます。 

◆司会 

その他、いかがでしょうか。発表案件につきましては以上ということでよろしい

でしょうか。では、幹事社質問に移りたいと思います。読売新聞さん、よろしく

お願いいたします。 

◆読売新聞 

読売新聞社です。よろしくお願いします。１問目、４月の市長選に立候補を表明

している難波氏が政策提言を、山田氏がマニフェストをそれぞれ最近発表され

ました。ざっとお読みになって、どんな印象をお持ちになりましたでしょうか。 

どちらの候補のほうが、より４次総を継承してくれそうだと感じましたで  

しょうか。新人候補の人たちの掲げる政策に対し、１２年間市長を務めた経験に

基づく感想がございましたら、教えてください。 

◆市長 

お二人の候補者のマニフェストを見せてもらいました。それぞれ工夫をして 

作っていらっしゃるな、それぞれの個性も出ているな、というふうに感じました。 

そして、記者会見等で二人の候補者とも、４次総の基本路線は継承するよ、と 

いうこと、おっしゃっていますので、それを、ぜひ期待したうえで自分のカラー

を出していく、私が１２年前にしたのと同じような、そんな市政運営をなさるの

だろうな、というふうに思っております。ただ、基本的な４次総の路線という 

ことは、ぜひ継承してほしいな、ということを願っております。 

◆読売新聞 

山田さん、駿府城天守台の復元と挙げてますけど、どう思われますか。 

◆市長 

本人がそれを挙げたわけですから。 

◆読売新聞 

ありがとうございました。続いて２大スポーツ施設の構想についてお伺い  

します。サッカースタジアムとアリーナについて、それぞれの検討委員会で、 

アリーナは、まだもう一回あるようですが、今年度の節目となる議論がほぼ終了
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しました。４次総の前期実施計画に、どちらについても言及なさるということ 

ですが、どのような方向性を持たせて、新しい市長に引き継ぐおつもりなのか。 

先日スポーツ庁の室伏長官が来静された折りに、ＰＦＩ方針について検討  

します、と返答された記憶がありますが、どちらかというと、やはりアリーナの

整備を先行させるべきだとお考えでしょうか、お聞かせください。 

◆市長 

はい。ありがとうございます。その通りですね。やはり長年検討課題になって 

いたアリーナの先行ということが大事なんだろうな、というふうに思います。 

アリーナの整備構想は平成３年、1991 年ですね。東静岡地区の新都市拠点整備

事業に端を発し、長年検討を重ねてきた事業の一つです。平成２８年度から本格

的な検討を開始しました。私の２期目の３次総２年目ですね。これまでの間、 

市民文化会館の再整備と合わせた複合化の検討をしたり、これは、このはなアリ

ーナとの二重投資等の批判を浴びてということで、アリーナとしては全く別の

次元の建物なのだけれど、そんなこともあったので、中央体育館との複合化とか

できないのかなと、そんなふうなことを検討、研究もしてきた。そんな紆余曲折

もありましたけれども、ご承知のとおり、令和３年度にＪＲ東静岡駅北市有地を

整備予定場所と決定したという経緯であります。静岡市アリーナ誘致検討委員

会において、ＰＦＩ方式も含めて民間主導の三つの整備手法を比較する等の 

議論を進めていただいており、今年度内には目指すべきアリーナのビジョンに

あたる、アリーナ誘致方針案をまとめていただくという報告を受けております。 

◆司会 

よろしいですか。それでは、ただいまの幹事社質問に関連した、ご質問をお受け

したいと思います。いかがでしょうか。 

先に、静岡朝日テレビさん、お願いいたします。 

◆静岡朝日テレビ 

はい。朝日テレビです。よろしくお願いします。まずアリーナについてなんです

けれども、現在、静岡市としても検討委員会を開くなど、一歩ずつ前に進んで 

いるとは思います。その一方で、本当に運営として成り立つのか需要があるのか、

という声もあると思います。市長としてアリーナ運営を軌道に乗せるために、 

どのような方策がいいと思うか、改めてお考えがあれば教えていただきたいの

と、また、線路をはさんで南側には県が図書館の整備を予定しています。この 

あたりも東静岡エリアの発展として連携していくのか、東静岡は、今後どのよう

なまちにしていきたいのか、市長のお考えをお聞かせください。 
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◆市長 

盛りましたね。多岐にわたる質問をいただきまして、どうもありがとうござい 

ます。一番大事なことは、公益性と事業性を両立したビジネスモデルを、どう 

行政側と民間側が共通の目標として連携できていくか、これにかかってくるか

と、そんなふうに思います。その観点からの、この問題についての取材を進めて

いただきたいとお願いいたします。以上です。 

◆静岡朝日テレビ 

ごめんなさい。追加でいいですか。ちょっと前段の質問で、軌道に乗せるために

どのような方策がいいか、もしお考えあれば教えてください。 

◆市長 

これは検討委員会からも報告をもらっていますけれども、民設民営は難しいの

ではないかということですので、やはり公的にある程度の下支えはしていく 

必要があると、私は現在、考えております。その関係性がどうであるかという 

ことは、先ほど私が申し上げたポイントの中で、これから経済状況もにらみなが

ら検討していくべき課題だというふうに思います。 

◆静岡朝日テレビ 

ありがとうございます。 

◆司会 

はい。ＮＨＫさん、お願いいたします。 

◆ＮＨＫ 

ＮＨＫです。現市政が何を残そうとされているのかをもうちょっと明確にする

ために伺いますが、まずスタジアムなんですけれども、候補者の方もサッカー 

スタジアム、サッカー競技場としての機能だけじゃ、まさに事業性が保てないと

いうことおっしゃってて、これは市長も同じ考えだと思います。一方で、スタジ

アムって他に何に使えるのか、どういうイメージを持たれてますか。 

◆市長 

そうですね。とにかく４次総の中では、先ほどから申し上げました通り、アリー

ナ、この社会インフラ、かなり大規模事業になりますのでこれを先行していくと

なると、財政規律の堅持という点でサッカースタジアムということを、例えば、
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４次総の前期ということは、なかなか難しい。調査は公民連携でしていくという

ふうに思いますけどもね。そういうふうに、今のところ私は考えております。 

◆ＮＨＫ 

今のお話は、行政計画上はスタジアムよりアリーナを先に俎上に載せるという

お話だと思いますけれども、スタジアムはスタジアムで検討構想があると。  

サッカーだけの場所としては、してはいけないというご認識は、たぶん候補者の

方と一緒だと思うんですけども。サッカー以外に何が開けるか。例えば、音楽 

コンサートってスタジアムで可能だと思いますか。 

◆市長 

やはりアリーナのほうが音楽コンサートの稼働率は高まる可能性が高いと、 

今までのヒアリングの結果、興行プロモーターの方々の意見を聞くと、そういう

声のほうが多いですね。先ほどの質問でも、ちゃんと運営できるのですか、  

ということはアリーナに対しても向けられているわけですけれども、アリーナ

のほうはスポーツと同時に音楽系等々、いわゆるエンターテインメント性の 

あるイベントというもので稼働率が高まる可能性が高い。ですから民間事業者

が投資をする意欲も高いというふうに、私は思っています。 

◆ＮＨＫ 

エスパルスの山室社長はスタジアムでは、コンサートも見本市もできるだろう

と、結構おっしゃってしまうんですけれども、市長のご認識としてはピッチの上

でコンサートやるとか、そんな簡単ではないだろうという、ご認識はお持ちだと

いうことですか？ 

◆市長 

まあ、そうですね。まあでも全国のドームでビッグアーティストがやるという 

ことはありますので、そういうことあるんでしょうけれども、清水でどのぐらい

開かれるんだと、これは未知数ですよね。山室社長とも、そのような議論はして

おります。山室社長の立場は、やはりＪ２を早くＪ１にして、もっともっと  

世論を喚起して、スタジアムの待望論というものが高まって、というような  

気持ちがあろうかと思いますので、その気持ちは十分わかります。清水は   

サッカー王国ですしね。エスパルスはＪ２ではないんです。いる場所、いるべき

場所はＪ１なんですよね。ですから早く本来いるべき場所に戻したいという 

気持ちは、もう、私も全く同じでありまして、なんとか１年でＪ１復帰を果たし

てもらって、それが一つのスタジアムということも、やっぱり必要じゃないか、
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じゃあ、どういうふうな手法にしようか、どういうふうな内容にしようかという

ことの検討がなされる。その基礎の調査費用を、きちっと、つけていかなきゃ 

いけないなというふうに思います。ですから整備主体や方法、コストなど、今後

研究すべき問題が山積している。それを行政は、ちゃんと論点整理をしていこう

というところから、始めていきたいと思っています。 

◆ＮＨＫ 

わかりました。あとすいません、歴史博物館について二つ伺わせてください。 

まず一つは、一人の徳川家康という歴史上の人物を偉人として崇拝したり、  

どんな人間でも功罪あるのに、一方的に家康公という呼び名で尊敬、尊崇の対象

と行政が位置づけてしまうのは、正確な歴史研究を妨げるのではないか、という

意見は一部ありますけれども。 

◆市長 

あるんですか。 

◆ＮＨＫ 

具体的に言えば、例えば、市議会でいえば長沼議員なんかは、そういったことを

おっしゃって、それ自体賛否あると思いますけど、そういったことは市長、どう

思っていらっしゃるか。 

◆市長 

私ね、松本潤さんだったかな。トークショーやったときに「いや、驚きました」

と。「静岡の人は徳川家康のことを徳川家康公と言うんですね」と。すごい、  

それが驚いたというんですね。それだけ家康公というものが、このまちに根を 

下ろしていると。家康公自身も３回、ここに住んで、最後一番、ここが晩年を  

暮らす場所として選んだということですので、やはり、それに対する自然な感情

として公とつけることは、私は理解できます。 

◆ＮＨＫ 

で、行政としても崇拝する対象として、いわば神として。 

◆市長 

崇拝するとか神というのは、行政は一線を引きます。それは東照宮の世界です。

東照宮は家康公を神として祭ってある神社ですので、それは尊重しますけれ 
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ども、尊崇とか崇拝とか神の対象ではない。ただ尊敬の対象で公をつけるという

ことは自然な感情だというふうに思いますが、いかがですか。 

◆ＮＨＫ 

いや、一つの考え方として承知しました。 

◆市長 

いやいや、ここでＮＨＫの記者のご見解も聞いてみたいなと思って。 

◆ＮＨＫ 

私も報道の中で少なくとも崇拝の対象として描くようなことは避けております。 

たぶんそれは似たような感覚あると思います。もう一つ伺いたいのは、いずれに

しろ歴史博物館として徳川家康や今川家という二つのファクターにあまりにも

偏りすぎていないかと。もっと静岡の歴史を総合的に捉えるような博物館に 

できないのかという意見は、これは市長もお聞きになったことあると思います

けど、それについてはどう捉えていらっしゃいますか。 

◆市長 

そうですね。それもいろいろな議論がありました。結果的には、まず大事なのは、

これ中村館長とも検討委員会の中でも議論してきたことなのですけれど、  

先ほどアリーナのときに、公益性と事業性を両立したビジネスモデルという 

ことで、民間ときちっと一致してどういうふうに役割分担していくか、これと 

同じなんですよ、歴史博物館も。つまり、とにかく理念は、歴史探求という学術

性と、地域学習という教育性と、それから観光交流というエンターテインメント

性、この三つを兼ね備えた新しいかたちのミュージアムにしよう、公益性と事業

性を両立したビジネスモデルにしよう、そういう共通の土俵の中でどうするべ

きか、私自身は去年の施政方針だったかな、登呂遺跡、弥生時代で有名だし、  

その弥生時代の千年の前には縄文時代１万年、この静岡では人々がこの温暖な

気候の中で生活していたんだよ、そこから綿々と繋いでいるじゃないかという

ことも、やはり見せたほうがいいんじゃないかとかね。あるいは近現代史、やは

り静岡市というのは、やはり大空襲、もう本当に 1945 年６月２０日の静岡大空

襲で、たいへん戦争の悲惨さということを被った。だからこそ、絶対に平和が 

必要なんだと、戦争はだめなんだ、平和都市宣言をしたんだという、この近現代

史をちゃんと伝えたほうがいいのではないか、こんな主張も、私、しました、  

検討の中で。 

しかしながら、それも大事だよね、学校ではそういう勉強はちゃんとしますよ、
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ただ、博物館の、三つの先ほどの役割を兼ね備えるとなると、やはり、ある程度

総花的にやるんではなくて、静岡の歴史というものを際立たせるポイントを 

作ったほうがいいのではないか、そういうところに落ち着いて、私も納得をして、

それで家康公、今川家、そして東海道と、ここに一つポイントを絞った展示に 

していこうということになったということを、ぜひ、ご理解いただきたいと思い

ます。 

◆ＮＨＫ 

わかりました。ありがとうございます。 

◆司会 

それでは予定の時間をかなりオーバーしておりますので、本日はここまでと 

させていただきたいと思います。次回は２月２７日の月曜日１１時からの予定

となります。本日はありがとうございました。 


